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景気動向指数 CI(コ ンポジット・ィンデックス)は 、消費、投資、生産など様々な経済活動に

関する重要かつ景気に敏感ないくつもの指標の量的な動きを合成することによって、景気の変化方

向と景気変動の大きさにより景気の動向を把握することを目的としています。

CIは 、景気に先行 して動く指標の系列 (先行系列)、 ほば一致して動 く指標の系列 (一致系

列)、 遅れて動く指標の系列 (遅行系列)ご とに、CI先 行指数、CI一 致指数、CI遅 行指数と

して算定します。 (現在、それぞれ平成17年を100として指数を算定しています。)

そのうち景気の現状を把握するのはCI一 致指数ですが、CI一 致指数は一般に景気が良くなっ

ているときは上昇し、悪くなっているときは低下 します。また、CI一 致指数の変化の大きさは、

景気変動の大きさを表します。

8月のCi一 致指数は87.8で 、前月と比較して 2.2ポ イント上昇しました。

(CI一 致指数の上昇に最も影響した指標は所定外労働時間でした。その他の指標の影響度は別表
をご覧ください。)

なお、月々の指数の動きは不規則になることもありますので、景気の変化方向をより正確に把握

するためには、月々の動きをならしてみる必要があります。このため、直前の変化をつかむためC

I一致指数の当月以前 3ヶ 月の平均値や、変化が定着しつつあることを確認するためCI一 致指数

の当月以前7ヶ月の平均値も勘案します。 CIを 用いた景気判断は一定
| の 基準により行ってお り、その

1 表 現の順序は、基本的には 「改

これらCI一 致指数やその平均値から総合的に判断すると、
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8月、本県の景気は、後退局面から拡張局面へと局面が変化し
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います。

:   景 気判断の基準はホームベー

ジをご覧ください。
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(折れ線の向きは景気の変化方向、折れ線の上がり幅 ,下 がり幅は景気変動の大きさを表します。)

なお、Ci先 行す旨数は65.8で 、前月と上し較して1.6ポ イント低下
Ci遅 行指数は76.0で 、前月と比較して0.8ポ イント上昇しました。



また、景気動向指数には、採用指標の変化方向を合成したDI(デ ィフュージョン・インデック

ス)も あります。すなわち、先行、一致、遅行の各系列において、 3か 月前と比べて良くなった指

標数の採用指標数に占める割合 (%)がDIで す。DIに ついても景気の現状を把握するのは一致指

数であり、50.0を上回つていれば景気が良くなっている、下回っていれば悪くなっていると判断し

ます。

8月のDI一 致指数は66.7で した。

DI一 致指数の推移
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景気動向指数Ctの 推移
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CI一 致指数の上昇 ・低下 (前月
差)に対する各採用指標の影響度

0 , 0.625 0.587 0,344 0.531 0,043

・各採用指標の影響度は、CI一 致指数の前月差が正数の場合には影響度が最も大きい指標から順に、負数の場合には最も小さい指標か
ら順に高くなります。

・CI一 致指数は採用指標の原数値から季節変動を除いた季節調整値をもとに算定しているため、原数値の増減等と影響度の方向 (正負)
が異なることがあります。



主要指標の動向

景気動向指数は、消費、投資、生産など様々な経済活動を横断して景気の動向を把握する指標ですが、

これらの経済活動に関する主要指標でもそれぞれの概況や景気の動向をうかがうことができます。

なお、各指標の実数値は季節的な変動も含んでいるため、各指標の動向を把握する方法として、実数値

を前年同月と比較してみる方法と季節変動を除いた季節調整値の動きをみる方法とがあります。

生活関連商品を扱う百貨店、スーパーなど

大型小売店の販売動向は家計の購買意欲や節

約志向を反映し、家計の状況をうかがうこと

ができます。一般に家計の状況が悪くなると

販売額は減 り、主要商品のうちでも飲食料品

にくらべて衣料品の売れゆきが悪くなる傾向

があります。

【平成21年8月の状況】
_大 型小売店販売額は  対 前年同月比 6.8%減

うち飲食料品販売額は対前年同月比 2.8%減
衣料品販売額は 対 前年同月比143%減

調査機関 :経済産業省 (商業動態統計調査)(大型小売店)
経済産業省関東経済産業局 (商品月け

高額商品である乗用車の販売等の動向から

家計の状況をうかがうことができます。一般

に家計の状況が悪くなるに伴い総台数は減

り、売れ筋が普通から小型、小型から軽へと

移る傾向があります。

また、乗用車の新車登録 ・販売の動向は、

燃料、外食、郊外小売店などの関連産業にも

影響し、引いては景気に及ばす影響も少なく

ないため、今後の景気の動向を占う一予旨標で

もあります。

【平成21年8月の状況】
自動車 (乗用草)新車登録 ・販売台数は

対前年同月比 0.0%増
なお、 6月 まで前年同月を下回る状況でし
たが、 7月 以降は上回る状況が続いており、
4月以降のいわゆるエヨカー減税に加え、
6月後半から申請受付が始まったいわゆる
エコカー補助の影響も考えられます。

調査機関 :
lth日本自動車販売連合会栃木県支部
閥全国軽自動車協会連合会
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住宅新設の動向、特に持ち家の動向は住宅

需要に対応し、所得との関連も大きく、家計

の状況をうかがうことができます。

また、貸家、分譲住宅も含めて住宅新設

は、建築資材、家具、家電などの関連産業に

も影響し、引いては景気への影響も少なくな

いため今後の景気動向を占う一指標でもあり

ます。

【平成21年3月の状況】
新設住宅着工戸数は対前年同月比 41.6%減

うち持ち家は 対 前年同月比 34.4%減
貸家は  対 前年同月比 51、9%減
分譲住宅は対前年同月比 08%増

調査機関:国土交通省 (住宅着工統計)
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民間企業の工場、店舗、事務所等の建築に

ついて着工時点で床面積ベースで把握するも

のであり、設備投資の状況をうかがうことが

できます。

また、民間企業の建築は、一般に生産の拡

大につながるとともに、建築資材、機械設備

など関連産業にも影響し、引いては景気への

影響も少なくないため、今後の景気の動向を

占う一指標でもあります。

【平成21年8月の状況】
建築着工床面積は対前年同月比73.3%減

調査機関 :国土交通省 (建築物着工統計)

主な鉱工業製品の生産量について平成17年

の月平均生産量を100として指数化 したもので

す。生産は、一般には需要に対応 して又は需

要を見込んで行われるため一般に景気を反映

し、雇用等にも影響します。

【平成21年3月の状況】
鉱工業生産指数 十季節調整値〕は84.1で対前月比
1.3%増               、

調査機関 :栃木県統計課(栃木県鉱工業指数)
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ン

公共職業安定所で扱った求人数を求職者数

で割って求める倍率であり、民間企業を中心

とした雇用の状況をうかがうことができま

す。倍率が高いほど求職に対する求人がより

多い状態をあらわし景気の水準がうかがえる

とともに、一般に倍率が上昇しているときは

景気がよくなっているときであるため景気の

方向性をもうかがうことができます。

【平成21年3月の状況】
有効求人倍率 (季節調整値〕は0.35倍で前月
から0.01ポイント上昇

調査機関 :厚生労働省栃木労働局
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失業 して雇用保険の失業給付を受けた人数

であり、民間企業を中心とした雇用の状況を

うかがうことができます。一般に景気が良く

なるに伴い減少します。

【平成21年8月の状況】
雇用保険受給者実人員は対前年同月比1026%
増

調査機関 :厚生労働省栃木労働局

倒産した企業の件数 (負債総額 1,000万円

以上)であり、一般に景気が悪くなるに伴い

増加 します。

(倒産件数が数値として小さいため、対前年同月比

は大きく増減することがあります。)

【平成21年8月の状況】
倒産件数は14件 (対前年同月比12.5%減)

‐雇用保険受給者実人員

一 対前年同月比(右軸)
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